
＊＊＊＊＊＊あなたの町の情報誌＊＊＊＊＊＊

Vol.132 ９2010
大月人物伝 　初代大月市長　 後藤　義明

heiwawo 

　
大
月
市
は
県
東
部
に
位
置
し
、

東
京
都
心
か
ら
は
八
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
関
東
大
都
市
圏
内

に
入
る
市
で
あ
る
。

　
町
村
合
併
促
進
法
が
公
布
さ

れ
た
の
は
昭
和
二
十
八
年
九
月
。

昭
和
の
大
合
併
と
言
わ
れ
た
の

は
翌
年
の
昭
和
二
十
九
年
で
合

併
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
は
全

国
で
百
七
十
四
市
で
あ
る
。
大

月
市
も
市
制
施
行
当
時
の
人
口

は
四
万
を
超
え
、
将
来
的
に
大

い
な
る
夢
と
希
望
が
期
待
さ
れ

た
筈
で
あ
る
。
そ
の
期
待
を
一

身
に
、
初
代
市
長
後
藤
義
明
が

誕
生
し
た
の
は
、
今
か
ら
五
十

六
年
前
の
九
月
二
十
七
日
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
一
時
は
地
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
、
都
心
か
ら
の
転
入
者
が

増
え
た
大
月
市
で
あ
っ
た
が
、

最
近
は
長
期
不
況
で
都
心
回
帰

現
象
が
起
き
て
、
人
口
は
毎
年

減
少
の
傾
向
に
あ
り
、
平
成
二

十
二
年
一
月
一
日
現
在
の
人
口

は
二
万
九
千
百
五
十
六
人
と

な
っ
て
い
る
。

◆
大
月
市
初
代
市
長
の
誕
生

　
昭
和
二
十
九
年
八
月
八
日
、

北
都
留
郡
大
月
町
・
猿
橋
町
・

七
保
町
・
梁
川
村
・
笹
子
村
・

初
狩
村
・
賑
岡
村
が
合
併
し
市

制
が
施
行
さ
れ
た
。
冨
浜
村
を

編
入
し
て
現
在
の
市
体
制
が
確

立
さ
れ
た
の
は
、
翌
月
九
月
八

日
の
こ
と
で
あ
る
。
更
に
九
月

二
十
七
日
市
長
選
挙
の
投
票
が

行
わ
れ
、
即
日
開
票
で
初
代
市

長
と
し
て
後
藤
義
明
が
選
ば
れ

た
。
義
明
六
十
九
歳
の
時
で
あ

る
。

　
八
ケ
町
村
合
併
と
い
う
大
規

模
な
政
変
で
あ
る
か
ら
、
初
代

市
長
と
し
て
の
リ
ス
ク
は
、
当

然
大
き
い
事
が
予
想
さ
れ
た
筈

で
あ
る
。
彼
が
あ
え
て
そ
の
リ

ス
ク
を
背
負
う
決
意
を
し
た
の

は
、
実
績
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

そ
の
人
と
な
り
を
評
価
す
る
周

り
か
ら
、
強
く
推
さ
れ
た
か
ら

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
ん
な
彼
の
初
代
市
長
と
し

て
の
決
意
が
窺
え
る
「
就
任
の

こ
と
ば
」
（
大
月
弘
報
第
一

号
）
を
紹
介
す
る
。

「
先
般
の
市
長
選
に
お
い
て
私

は
、
多
数
市
民
の
ご
推
挙
に
よ

り
ま
し
て
、
初
代
市
長
の
重
職

に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ

と
は
、
私
の
最
も
光
栄
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
も
と
よ

り
不
肖
の
身
で
あ
り
そ
の
器
で

は
な
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
よ
り
私
に
寄
せ

ら
れ
た
御
期
待
と
御
要
望
に
副

う
べ
く
、
渾
身
の
努
力
を
捧
げ

て
任
務
を
全
う
い
た
し
、
老
生

最
後
の
ご
奉
公
を
致
す
覚
悟
で

ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く

御
指
導
御
支
援
の
程
、
衷
心
よ

り
お
願
い
致
し
ま
す
。
私
は
就

任
に
際
し
全
市
民
の
『
和
』
の

上
に
立
つ
市
政
の
実
現
を
期
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。
三
町
五
ケ

村
が
対
等
合
併
し
て
、
大
月
市

を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
旧
各
町
村
に
は
そ
れ
ぞ

れ
永
い
間
の
歴
史
と
伝
統
が
あ

り
、
こ
の
環
境
に
育
ま
れ
た
こ

の
八
ケ
町
村
住
民
の
観
念
は
、

一
期
に
し
て
渾
然
融
合
の
域
に

達
す
る
も
の
と
は
思
わ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
今
後
凡
ゆ
る
機
会
に

お
い
て
『
和
』
の
精
神
を
も
っ

て
相
互
の
理
解
と
協
力
を
深
め
、

真
に
四
万
の
市
民
が
手
に
手
を

取
り
合
っ
て
新
市
政
の
具
現
に

つ
と
め
て
行
き
た
い
と
念
願
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

私
は
市
長
と
し
て
の
抱
負
や
施

政
の
方
針
を
、
大
袈
裟
に
取
り

立
て
て
申
し
上
げ
る
事
は
差
し

控
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
い
か
な
る
聖
人
が
行
っ
て
も
、

無
理
な
事
は
成
就
致
し
ま
せ
ん
。

又
こ
の
半
面
、
凡
夫
と
雖
も

『
誠
』
を
も
っ
て
行
え
ば
、
か

な
り
の
難
業
が
成
し
遂
げ
ら
れ

る
と
信
じ
ま
す
。
で
す
か
ら
私

は
飽
く
ま
で
も
、
一
凡
夫
と
し

て
自
己
相
応
の
力
に
よ
っ
て
、

『
和
』
と
『
誠
』
の
精
神
を
基

調
と
致
し
ま
し
て
、
市
民
が
円

満
に
治
ま
り
坦
々
た
る
道
が
拓

け
て
、
事
が
た
易
く
進
む
こ
と

が
出
来
れ
ば
、
私
の
最
も
欣
幸

と
考
え
る
所
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
私
は
三
つ
の
事
が
ら
を

皆
さ
ん
に
も
お
願
い
致
し
、
且

つ
自
分
自
身
に
も
留
意
致
し
つ

つ
、
市
政
に
携
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
第
一
は

市
民
の
納
得
の
上
に
立
つ
市
政

の
運
営
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。

市
が
今
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

や
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
、

素
直
に
市
民
各
位
に
お
知
ら
せ

し
、
よ
く
理
解
を
願
い
、
ご
意

見
を
拝
聴
し
、
知
る
事
に
よ
る

相
互
の
理
解
そ
し
て
協
力
と
い

う
形
に
お
か
れ
る
市
政
を
計
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
第
二
に
仕

事
は
地
味
に
堅
実
に
運
行
し
、

着
実
な
市
政
の
運
用
を
期
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
市
の
行
政
が

円
滑
に
運
営
さ
れ
ま
す
為
に
は
、

先
ず
第
一
に
市
財
政
の
状
態
が

健
全
な
姿
に
お
か
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
現

代
の
国
家
、
政
府
の
施
策
は
、

地
方
自
治
体
の
自
主
的
運
営
と

い
う
こ
と
を
、
等
閑
に
附
し
て

い
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
て
、
多

く
自
治
体
は
貧
困
財
政
に
悩
ん

で
お
り
ま
す
。
自
己
の
財
政
力

を
無
視
し
た
派
手
な
財
政
運
用

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
堅
実
且
つ

健
全
な
財
政
の
運
用
を
計
り
、

仕
事
は
地
味
で
あ
っ
て
も
、
将

来
大
月
市
の
為
に
な
る
よ
う
な

決
意
で
事
に
あ
た
っ
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
第
三
に
私
は
、

誠
意
と
愛
情
を
も
っ
て
市
政
の

育
成
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

う
ま
れ
た
ば
か
り
の
大
月
市
の

前
途
に
は
、
多
く
の
難
関
が
横

た
わ
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
大

月
市
と
い
う
若
木
を
育
て
、
枝

も
葉
も
茂
っ
て
総
て
立
派
な
実

を
結
ば
せ
る
為
に
は
、
余
程
の

愛
情
を
必
要
と
し
ま
す
。
願
わ

く
ば
市
民
各
位
に
お
か
せ
ら
れ

ま
し
て
も
『
和
』
の
精
神
に

立
っ
て
、
一
日
も
早
く
旧
町
村

の
観
念
や
部
落
根
性
を
打
破
し
、

小
異
を
捨
て
、
大
同
に
着
く
の

大
気
宇
を
持
た
れ
、
住
み
良
い

郷
土
大
月
市
の
た
め
に
十
分
な

る
ご
協
力
を
賜
ら
ん
こ
と
を
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以
下
略
」

　
こ
の
就
任
の
挨
拶
の
随
所
に

初
代
市
長
と
し
て
の
意
気
込
み

と
決
意
が
、
誠
実
且
つ
切
実
な

言
葉
で
胸
に
迫
っ
て
く
る
。
当

時
の
地
域
意
識
と
い
う
の
は
、

現
在
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
位

強
く
深
い
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
し
、
し
か
も
八
ケ
町
村
合
併

と
い
う
大
掛
か
り
な
政
変
を
任

さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
初

代
市
長
と
し
て
義
明
が
背
負
っ

た
責
任
感
と
覚
悟
の
程
は
、
想

像
を
こ
え
る
も
の
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。

◆
そ
の
生
い
立
ち
と
経
歴

　
後
藤
義
明
は
明
治
十
八
年
八

月
二
十
二
日
、
現
在
の
真
木
の

間
明
野
で
、
父
美
濃
作
・
母
た

に
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

義
明
が
小
学
校
に
入
学
す
る
当

時
は
、
間
明
野
に
は
真
木
尋
常

小
学
校
の
簡
易
科
（
分
校
）
が

設
置
さ
れ
て
い
て
、
義
明
は
其

処
に
通
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

高
等
小
学
校
に
入
学
し
た
の
は

明
治
二
十
九
年
で
あ
る
。
当
時

は
、
尋
常
小
学
校
四
年
・
高
等

小
学
校
四
年
生
で
、
尋
常
小
学

校
は
義
務
教
育
で
あ
っ
た
が
、

高
等
小
学
校
は
義
務
教
育
で
は

な
か
っ
た
。
従
っ
て
明
治
二
十

九
年
当
時
間
明
野
か
ら
真
木
に

加
設
さ
れ
て
い
た
高
等
小
学
校

（
こ
の
高
等
科
は
明
治
三
十
六

年
に
閉
鎖
、
以
後
花
咲
に
広
里

高
等
小
学
校
と
し
て
開
設
）
迄

通
っ
た
者
は
ご
く
稀
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
義
明
が

学
業
に
優
秀
且
つ
努
力
家
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
家
庭
環
境

に
恵
ま
れ
な
け
れ
ば
実
現
不
可

能
な
時
代
で
あ
っ
た
と
も
言
え

る
。

　
明
治
十
七
年
頃
は
生
糸
・
繭

価
の
下
落
や
重
税
で
困
窮
し
、

高
利
貸
か
ら
の
借
金
に
苦
し
む

農
民
が
、
各
地
で
国
民
党
や
借

金
党
を
結
成
す
る
な
ど
、
社
会

情
勢
は
極
め
て
不
安
定
な
時
代

で
あ
っ
た
。
近
県
の
秩
父
地
方

で
は
国
民
党
を
中
心
に
、
農
民

約
一
万
人
が
田
代
栄
助
達
の
指

揮
下
の
も
と
、
借
金
返
済
の
長

期
延
期
や
各
種
の
税
引
き
下
げ

な
ど
を
求
め
て
、
農
民
の
自
治

と
自
由
を
掲
げ
、
い
わ
ゆ
る
農

民
一
揆
を
起
こ
し
、
農
民
達
が

軍
隊
組
織
を
つ
く
っ
た
の
も
明

治
十
七
年
で
あ
る
。
義
明
が
生

れ
た
明
治
十
八
年
と
い
う
年
は
、

そ
ん
な
激
動
の
社
会
情
勢
の
最

中
で
も
あ
っ
た
。

　
義
明
の
生
家
は
材
木
業
を
営

ん
で
い
た
が
、
明
治
維
新
後
発

達
し
た
鉄
道
の
路
線
拡
大
は
著

し
く
、
父
美
濃
作
は
鉄
道
の
枕

木
の
製
造
販
売
で
財
を
成
し
た
。

し
か
し
義
明
は
高
等
小
学
校
卒

業
後
、
家
業
を
継
が
ず
に
絹
屋

の
番
頭
と
し
て
修
行
に
出
た
の

だ
っ
た
。
そ
の
奉
公
先
を
知
る

人
は
現
存
し
な
い
が
、
将
来
的

な
展
望
を
察
知
し
て
の
行
動
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
二
十
四

歳
の
時
に
織
物
仲
買
業
を
開
業

し
て
い
る
。
明
治
四
十
二
年
八

月
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。



　
そ
の
後
自
身
も
織
物
業
を
営
む
よ

う
に
な
り
、
商
売
の
方
で
も
才
能
を

発
揮
し
た
。
立
身
出
世
を
果
た
し
た

人
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
古
き
良

き
も
の
を
大
切
に
す
る
心
と
、
開
拓

心
と
の
融
合
、
加
え
て
包
容
心
と
寛

容
心
の
持
続
、
日
々
自
己
研
鑽
を
怠

ら
な
い
こ
と
等
で
あ
る
。
義
明
を
良

く
知
る
人
々
が
口
を
揃
え
て
言
う
言

葉
は
、
「
細
か
い
事
は
言
わ
な
い
度

量
の
大
き
な
人
だ
っ
た
」
ま
た
「
お

金
を
踏
み
倒
さ
れ
て
も
、
そ
の
相
手

を
許
し
て
面
倒
を
見
た
」
「
経
済
時

勢
を
的
確
に
読
む
眼
力
が
あ
っ
た
」

な
ど
で
あ
る
。

　
嫡
孫
で
あ
る
現
市
会
議
員
の
慶
家

氏
の
言
を
借
り
れ
ば
「
商
才
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
が
、
彼

は
本
質
的
に
は
政
治
家
で
あ
っ
た
。

義
明
の
職
歴
を
見
る
と
、
彼
の
活
躍

範
囲
の
広
さ
に
改
め
て
感
心
さ
せ
ら

れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
事
が
裏
付
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

・
大
正
二
年
四
月
一
日
、
北
都
留
郡 

 

広
郷
村
在
郷
軍
人
会
々
長
に
就
任
。

・
大
正
四
年
五
月
二
十
五
日
、
同
会 

 

長
を
辞
職
。

・
大
正
四
年
十
月
一
日
、
北
都
留
郡 

 

甲
斐
織
物
同
業
組
合
代
議
員
に
就 
 

 

任
。

・
大
正
八
年
十
二
月
三
日
、
同
代
議 

 

員
を
任
期
満
了
辞
職
。

　
仲
買
業
等
で
業
績
を
上
げ
た
義
明

は
、
一
時
真
木
に
住
居
を
構
え
た
が
、

大
正
十
一
年
に
現
在
の
大
月
町
駒
橋

九
九
二
番
地
に
転
居
し
て
い
る
。

　
こ
の
駒
橋
の
家
は
、
最
近
に
な
っ

て
近
代
的
な
家
に
新
築
は
さ
れ
た
が
、

そ
れ
迄
は
間
明
野
に
あ
っ
た
生
家
を

そ
の
ま
ま
移
築
し
た
も
の
だ
っ
た
　

と
い
う
。

・
昭
和
四
年
八
月
一
日
、
大
月
町
議 

 

会
議
員
に
就
任
。

・
昭
和
八
年
七
月
三
十
一
日
、
同
議

 

員
を
任
期
満
了
辞
職
。

 

以
来
十
四
年
ま
で
町
会
議
員
を
三

 

期
務
め
て
い
る
。

・
昭
和
十
四
年
七
月
三
十
一
日
、
町 
 
 

 

長
に
就
任
。
二
年
で
町
長
を
辞
職 
 
 

 

し
て
そ
の
後
も
町
会
議
員
と
し
て 
 
 

 

在
職
し
、
昭
和
二
十
一
年
ま
で
の

 

五 

年
間
町
の
行
政
に
携
わ
っ
て

 

い
る
。
こ
の
間
の
経
緯
は
不
明
で

 

あ
る
が
町
会
議
員
を
辞
め
る
時
は 

 

議
長
職
に
あ
っ
た
。

・
昭
和
二
十
一
年
四
月
一
日
、
山
梨 
 
 
 

 

県
織
物
産
業
株
式
会
社
社
長
に
就

 

任
。

・
昭
和
二
十
四
年
五
月
一
日
、
山
梨

 

県
県
会
議
員
当
選
。

・
昭
和
二
十
六
年
六
月
二
十
六
日
、

 

山
梨
県
公
安
委
員
と
な
り
翌
年
十

 

二
月
二
十
五
日
ま
で
在
職
。

・
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
、
北
都

 

留
郡
西
部
織
物
協
同
組
合
理
事
長

 

に
就
任
。
翌
年
市
長
選
出
馬
ま
で

 

職
務
を
全
う
す
る
。

・
昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
七
日
、

 

初
代
大
月
市
長
と
な
る
。

・
昭
和
三
十
年
、
山
梨
県
市
長
会
副

 

会
長
就
任
。

・
昭
和
三
十
一
年
九
月
一
日
、
全
国

 

市
長
会
関
東
支
部
理
事
就
任
。

　
こ
の
職
歴
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

二
十
八
歳
に
し
て
地
域
の
在
郷
軍
人

会
長
に
推
さ
れ
、
以
来
初
代
市
長
に

当
選
す
る
ま
で
の
四
十
数
年
間
ず
っ

と
、
何
等
か
の
形
で
、
公
人
と
し
て

の
肩
書
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
人
で
あ

る
。

◆
初
代
市
長
任
期
中
の
業
績

　
合
併
は
八
ケ
町
村
に
よ
る
無
条
件

の
合
併
で
あ
っ
た
か
ら
、
夫
々
の
町

村
が
抱
え
て
い
た
借
入
金
・
事
業
の

継
続
、
合
併
に
合
わ
せ
た
駆
け
込
み

の
事
業
の
受
け
入
れ
な
ど
、
新
体
制

が
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
リ
ス
ク
は
相

当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
合
併
一
年
後
の
昭
和
三
十
年
八
月

五
日
、
第
四
回
臨
時
市
議
会
の
冒
頭

に
お
け
る
、
後
藤
市
長
の
市
政
報
告

は
次
の
よ
う
も
の
で
あ
っ
た
。
（
大

月
弘
報
第
二
号
）

『
前
略
…
合
併
に
際
し
、
八
ケ
町
村

借
入
金
（
一
千
四
十
万
円
）
を
引
継

ぎ
、
赤
字
財
政
に
悩
む
連
合
体
は
、

一
層
窮
屈
な
形
と
な
っ
た
わ
け
で
あ

り
、
し
か
も
合
併
第
一
年
で
あ
り
ま

す
の
で
、
各
町
村
共
や
り
か
け
の
仕

事
も
沢
山
有
り
、
又
年
来
の
宿
題
・

懸
案
で
あ
っ
た
事
業
を
、
追
加
予
算

に
相
当
無
理
を
し
て
計
上
し
て
持
ち

込
ん
だ
町
村
も
あ
り
ま
し
た
が
、
元

よ
り
無
条
件
の
合
併
で
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
も
承
認
し
な
い
訳
に
は
ゆ

か
ぬ
の
で
、
可
成
の
無
理
な
事
を
承

知
致
し
つ
つ
も
、
大
月
市
と
し
て
の

合
併
予
算
を
編
成
し
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。
し
か
も
そ
の
財
源
と
な
る
べ

き
も
の
の
多
く
は
、
町
村
税
の
滞
納

繰
越
で
あ
り
、
こ
れ
に
加
え
る
に
本

庁
と
支
所
の
機
構
の
整
備
と
、
人
員

の
配
置
に
よ
る
数
ヶ
月
の
ズ
レ
と
、

事
務
の
不
慣
れ
不
連
絡
、
更
に
は
旧

町
村
と
し
て
の
観
念
を
、
完
全
に
拭

い
去
る
こ
と
が
出
来
ず
、
旧
特
別
職

で
あ
っ
た
助
役
・
収
入
役
で
あ
っ
た

人
々
な
ど
が
、
俄
に
一
事
務
員
と
し

て
、
第
一
線
の
瑣
末
な
仕
事
を
、
完

全
に
果
た
す
事
は
中
々
困
難
で
あ
る

事
情
な
ど
が
か
ち
合
っ
て
、
徴
税
成

績
が
ガ
タ
落
ち
し
た
、
と
い
う
こ
と

も
見
逃
す
こ
と
の
出
来
な
い
事
実
で

あ
っ
て
、
旁
々
一
層
財
政
は
苦
し
く

な
り
、
昭
和
二
十
九
年
度
に
お
い
て

は
、
一
千
九
百
万
円
の
支
払
い
繰
延

べ
を
み
た
の
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
三

十
年
の
予
算
編
成
は
、
中
略
…
決
し

て
新
鮮
味
の
あ
る
予
算
と
は
申
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
現
下
機
業
地
に
見
ら
れ

る
呼
吸
器
系
患
者
が
特
に
当
地
に
多

く
、
現
在
済
生
会
大
月
病
院
（
市
立

病
院
の
前
身
）
の
入
院
内
外
患
者
の

中
、
六
・
七
割
は
こ
れ
に
類
す
る
病

気
で
あ
っ
て
、
県
下
の
結
核
療
養
所

は
、
殆
ど
満
員
に
し
て
新
患
者
収
容

の
余
地
が
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
亡
国
病
の
救
療
こ
そ
緊
要
と

考
え
ま
し
て
、
国
か
ら
の
補
助
と
済

世
会
本
部
よ
り
の
借
入
金
と
、
郡
下

市
町
村
に
よ
る
一
部
事
務
組
合
に
よ

り
、
本
市
よ
り
二
百
五
十
万
円
、
上

野
原
町
四
十
万
円
、
丹
波
・
小
菅
両

村
に
て
十
万
円
そ
れ
ぞ
れ
負
担
し
、

結
核
病
床
五
十
ベ
ッ
ト
建
設
を
計
画

い
た
し
ま
し
た
。
勿
論
こ
れ
は
ひ
と

り
結
核
患
者
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
当
市
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
と

し
て
役
立
つ
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り

も
瞭
か
で
あ
り
ま
す
。
…
中
略
…
第

一
回
追
加
予
算
は
、
予
算
議
決
の
際

に
確
約
し
た
産
業
経
済
費
と
教
育
費

の
追
加
、
及
び
県
か
ら
割
り
当
て
の

あ
っ
た
公
営
住
宅
二
十
四
戸
の
建
設

費
等
、
又
特
別
会
計
で
は
初
狩
中
学

校
及
び
屋
内
運
動
場
、
七
保
上
和
田

分
校
集
会
所
継
続
事
業
、
富
浜
簡
易

水
道
並
び
に
猿
橋
簡
易
水
道
事
業
等

何
れ
も
合
併
建
設
計
画
に
よ
る
追
加

計
上
で
あ
り
ま
す
。
…
後
略
』

 

こ
の
報
告
の
締
め
く
く
り
に
、
赤

字
財
政
解
消
の
為
の
行
政
努
力
と
し

て◎
職
員
の
一
般
的
・
専
門
的
研
修
に

よ
る
行
財
政
運
営
の
適
正
化
・
能
率

化
の
推
進
。

◎
消
費
的
経
費
の
節
約
・
徴
税
成
績

の
向
上
。

◎
赤
字
解
消
計
画
に
よ
る
歳
入
確

保
・
歳
出
の
規
制
努
力
。

等
を
上
げ
て
い
る
。
同
時
に
地
方
自

治
体
の
自
主
的
運
営
も
、
国
で
定
め

ら
れ
た
制
度
の
枠
内
で
し
か
行
え
な

い
事
の
も
ど
か
し
さ
と
難
し
さ
を
列

記
す
る
な
ど
、
大
合
併
に
依
る
新
体

制
の
産
み
の
苦
し
み
の
滲
み
出
た
市

政
報
告
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
で
無
条
件
降
伏

を
し
て
、
漸
く
復
興
の
兆
し
が
見
え

な
が
ら
も
、
昭
和
三
十
年
前
後
は
、

大
月
市
に
お
け
る
地
場
産
業
の
織
物

業
界
は
、
神
武
以
来
の
不
景
気
と
さ

え
言
わ
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
時
代
を

背
景
に
、
大
月
市
と
い
う
船
は
、
市

長
の
い
う
『
和
』
と
『
誠
』
の
帆
を

掲
げ
て
船
出
し
た
の
で
あ
る
。
市
長

と
し
て
の
義
明
の
功
績
は
、
大
月
丸

の
船
舵
を
身
を
挺
し
て
取
り
続
け
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
義
明
が

『
眼
』
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
ほ
ど

可
愛
が
っ
た
の
が
、
嫡
孫
で
あ
る
慶

家
氏
で
あ
っ
た
と
か
。
彼
は
現
在
市

会
議
員
と
し
て
、
祖
父
と
同
じ
政
治

の
世
界
に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
義
明

は
公
私
を
混
同
す
る
事
は
決
し
て
無

か
っ
た
と
話
す
。
昭
和
二
十
九
年
当

時
、
市
長
車
で
の
出
迎
え
は
物
珍
し

く
、
家
の
前
に
迎
え
の
車
が
到
着
す

る
と
、
近
所
の
者
が
外
に
出
て
見
物

し
た
も
の
だ
と
い
う
。
然
し
小
学
生

だ
っ
た
慶
家
氏
が
学
校
ま
で
乗
せ
て

行
っ
て
と
頼
ん
で
も
、
決
し
て
同
乗

を
許
さ
な
か
っ
た
と
か
。

　
義
明
の
賞
罰
及
び
受
賞
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

・
昭
和
十
年
六
月
十
日
、
山
梨

　
県
主
催
の
織
物
品
評
会
に
、

　
地
場
産
の
人
絹
織
物
を
出
品

　
し
、
見
事
県
知
事
特
別
賞
を

　
受
賞
。

・
昭
和
十
一
年
十
一
月
六
日
、

　
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

　
博
覧
会
に
洋
傘
地
を
出
品
、

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
知
事
よ
り
感

　
謝
状
を
受
け
る
。

・
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
二
十

　
一
日
、
町
村
合
併
功
労
者
と

　
し
て
、
自
治
庁
長
官
よ
り
表

　
彰
。

・
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
十
七

　
日
、
義
明
は
在
職
中
に
急
逝
、

　
満
七
十
一
歳
の
生
涯
を
閉
じ

　
た
。
任
期
三
年
目
で
あ
る
。

　
初
代
市
長
と
し
て
の
激
務
が
、

　
そ
の
死
を
早
め
た
の
で
あ
ろ

　
う
か
？
そ
れ
を
否
定
す
る
事

　
は
出
来
な
い
。
葬
儀
は
大
月

　
市
で
初
め
て
の
「
市
葬
」
　

　
で
あ
っ
た
。

・
昭
和
三
十
二
年
一
月
十
四
日
、

　
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
章
。

　
市
制
施
行
か
ら
五
十
数
年
、

必
ず
し
も
先
行
き
の
明
る
く
な

い
大
月
市
の
現
状
を
、
菩
提
寺

で
あ
る
真
木
の
福
正
寺
で
眠
る

義
明
は
、
今
如
何
思
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
？
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